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サンスクリット文献の索引作成に関する

大型計算機の応用

小野基 ・小田淳一

1． はじめに

テキストの用語索引は当該文献の言語学的研究や原典解釈そのものを補助する手段とし

て有用であるばかりでなく，そのテキストの含まれる言語文化一股の研究に寄与するとこ

ろが少なくない。しかし，従来その手作業による作成は多大な労力と時問を要するのが常

であった。ところが近年になってコンビニータが登場し，その文字処理能力の向上や特殊

な文字法を図形パクーンとして出力する技術の発達により，咲々な言語のテキストの用語

索引がコンビュータによって作成可能となった。本報告はそれらの技術をサンスクジット

文献に応用し，他の言語にはない幾多の特殊性を有するサンスクリッ トの場合に生じる諸

問題を考窓しつつ，大型計算機による用語索引の作成を試みたものである。なお対ゑテキ

ストとして Dhannakirtiの Pra加乃avarヽヽik心 vavrtti(ed. by R. Gnoli, Roma, 1960)を取

り上げた。

2. 処理過程と使用機器

文惹の入力から作成された索引の印刷に至る過程は大別して以下の四段階に分けうれ

つ。

I 印刷用字体の作成

II テキストの入力

皿 テキストの処理

W ブリンク による印刷

I, n及び日の過程は大型汎用：：： ンヒニ．ーク (FACOMM380)上で行われ，印刷用字体

と処理されたテキストは共に MT（磁気テーブ）に出力される。一方， Nはレーザーとヽ＿

ムフ・リンタ (CふNONLBP 3500)によるオフラインの出力（学体としての使用）となる。

揆器はいずれも筑波大学学術情報処理センターのものを用いた。

3. 処理内容

各段階の処理内容を以下に示す。
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I 印因用字体の作成

文字の印刷は，文字コードと実際の文字バクーンに割り付けられたコードをブリンタが

照合することによって行われる。従って通常のアルファペットに存在しない特殊文字を印

別する均合は，まずその文字バクーンを作成してコードを割り付ける必要がある。特殊文

字バクーンの作成及び＝ー ド割り付けの手類は次の通りである。

① 「印刷用字体ファイル」 (18X24ドットの文字パターンを格納したもの）を複写す

る。

② 特殊文字のバクーンを別のファイル上で作成する。

③ 作成したパクーンにコードを割りつけろ。

④ 作成したバクーンを「印副用字体ファイル」内の当該＝ードのバクーンと差し替え

っ。 ‘

⑤ 修正した「印凪用宇体ファイル」を MTに出力する。

n テキストの入力

テキストの入力は，（a）入力した文字＝ードから印刷のための特殊文字を表す：：ー ドヘの

変換，（b深引化のための処理（単匝への分割，匝の位置の同定，文字順の並ぺ替え筍），

(c)入カデータから原テキストヘの還元，の三点が容易に行なわれるよう考慮して，次のよ

うな方法をとる。なお入力は端末から直接行なわれる。

① 入カデークは 1レコード 255パイト（文字）とする。

② 各レコー ドの先頭6桁はそのレ：：ー ドの ID(I籾l子；テキスト IDが 1桁，ページ

IDが 3桁，行 IDが2桁）とする。

③ 印刷時に特殊文字となる文字：'!3パイト（特殊文字であることを示す 1バイトのマ

ーク＠，英字 1バイト，記号1パイト）で入力する。（例： a→＠a_) 

m テキストの処理

入力されたテキストは索引化のための様々な処理を登て印訊用の特殊文字：：ードに変換

され，MTに出力される。その手頃は次の通りである。

① 入カデークを単語に分割し，それぞれの語の後にテキスト名とテキスト中の位置

（ページ番号，行香号）を付し，「単語ファイル」とする。

② 「単諾ファイル」を並ぺ苦える。但し，サンスクリットのアルファペット：之システ

ムによって提供されているソートブログラムが扱える英字アルファペットと文字類が

異なるので，次のような処理を加える。

1) 各文字が特殊文字に変換された場合のサンスクリットにおける文字てを繊別し，

それぞれの文字を対応する頃の英字に変換してデークの末尾につけろ。

2) データ末尼の英字の文字列をソートキーとしてレコードを並ぺ替え，「ナンスク

リットアルファペットロファイル」とする。
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③ 「サンスクリッ トアルファペッリロファイル」の文字の中で特殊文字で印扇する指

定のあるものを印引用の文字コードに変換して「印刷編集用ファイル」とする。

④ 「印刷用ファイル」をブリンタが要求する形式に箱集して「編集ファイル」とする。

⑤ 「岩集ファイルJを．ヽ IT：こ出力する。

n• ブリ ンタによる印月i

LBP 3500による印田は次のように行われる。

,'.i) I--Rの「印刷用字体ファイル」をブリンクが要求するバクーン部として読み込ま

せる。

② E -€の「口人ファイル」をブリンクが要求ナるテキスト祁として読み込ませる。

③ 印園を行う。

4.問題点

本甚告は試験的に行ったものであるので作業の過程で様々な問題が生じ，その対策に貸

した時間が全過程の殆どを占；、うたが，因みに文字パクーンの作成とテキスト の入カ ・修正

を冷いた実際のテキスト（単語数約36000)処理時間は CPUタイムにして約4分である。

=ぉ，次の事項が今投特に検討されるぺき問題点であると思われる。

A 入力方法の問題

i)特殊文字の入力方法は哭在の3バイト方式で良いか。あるいは特殊文宇 1文字に対

して特殊記号1パイトを完てる方が入力並びに処理に有利ではないか。

ii)連声 (Sandhi)の閑題，特に単区の語額に音変化が生じる場合をどう取り扱うか

（本報告では本来・つ形に還元して入力している）。

iii)索引では語の変；t（曲用や活用）形が必ずしもその原形に隣接して位置するとは限

らないが，入力時；こそれるの屈折語尾をどのように取り扱うべきか。

iv)サンスクリット峙有の，頻出する合成語衷現を入力時にどう分割すぺきか（語頭の

否定辞の取り扱いを含む）。

B ア）レゴリズムの交辛

士氣告は大型汎用＝ンどニータを用いたために，作棠領はや処理時間についてはあまり

考室せず，使用したフ・コグラムのア）レゴリズムはごく単純なものである。しかし， より小

さなシステム（バソ＝ン竿）を利用して同様の作業を行なおうとする時にはアルゴリズム

を大濯に修正して効辛の良い処理をせねばならない。

5. 今後の諜窟

.-¥ KWIC (Key ¥Yord In Context)の作成

単語の文脈上の位四を明示でさる索引 kWICの作成を準備中である。この索引による
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ならばテキストの浣辞上の特性の把握が可能となり，また 4-Aに挙げた問題点の痰つか

は解消されよう。

B チペッ｝語索引，梵政 ・蔵梵対照索引の作成

皿一②のソートブログラムをチペット語用に置き替えることによ りチベッ心語のテキス

トの索引作成が，また四-cのサンスクリットの「単語ファイル」に対応するチペット語

とその IDとを書き加えることによ り梵蔵 ・蔵梵対照索引の作成が可能である。

6.おわりに

本報告は，富山限立高岡商業高校孜論両木哲也氏 （本学会会員） が筑波大学大学浣在学

中に発案した汁画を若者らが引さ継いたものでめる。本報告に何らかの価値ありとすれば， 1、

それはまず同氏に帰せられるべきものであろう。また国立教育研究所の及川昭文先生は印

刷用字体フ 7イル及ーぷ入出力処理に必要な多 くのブログラムを快く提供して下さった。更

に東京大学大型計第摂センターの三宅畑久先生にはテキスト処理用のブログラムの一部を

作成して頂いた。著者らはこれらの方，，ぐの御協力により木報告をまとめることができた。

ここに謝意を表する次第である。

小野（筑波大学大学院），小田（尚美学困短大専任恭師）




